
’
縣

　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
内
田
博
士
逝
去

　
京
都
帝
溺
謹
辞
教
授
文
學
簿
以
内
騰
銀
靴
工
ぱ
去
七
湾
十
一
日
犬
學
交
攣

部
醸
列
館
内
の
研
究
室
に
於
て
突
如
疾
撫
聾
し
、
爾
來
療
養
僅
か
に
旬
縁
、

ご
十
鑓
に
歪
り
全
く
危
篤
に
隅
り
、
二
十
二
日
午
後
入
時
四
十
分
な
以
て
長

選
ぜ
ら
れ
亘
り
。
病
名
は
産
前
都
教
授
藤
漉
樽
士
執
刀
の
下
に
解
剖
の
精
果

曽
繊
維
腫
と
睡
れ
G
，
。
危
篤
の
鰯
天
．
嬉
に
蓬
す
ろ
や
欝
に
位
一
級
を
誰
め
て

従
四
位
に
叙
し
、
規
日
賦
綬
密
な
授
け
ら
れ
、
二
＋
五
日
聾
儀
に
際
し
て
勅

使
な
差
了
し
て
幣
畠
な
賜
へ
q
。
聾
儀
匹
二
＋
五
雛
午
後
四
時
京
郁
寺
町
二

重
旦
陸
墨
大
本
由
妙
濫
毒
、
』
於
て
軌
行
、
駝
米
京
画
嚢
甚
大
攣
町
長
以
下
各

部
の
教
官
卒
業
生
其
他
朝
野
の
名
瓢
箪
京
大
乾
乳
戸
屠
り
愈
葬
す
う
も
の
を

合
服
て
五
．
臼
絵
名
、
大
鼓
総
濠
、
交
墨
蔀
長
、
丈
鱗
都
史
墨
耕
教
官
総
代
、

卒
業
生
総
代
、
墨
・
生
総
代
、
早
網
田
大
攣
、
馬
蝿
市
長
其
他
の
弔
詞
あ
嚇
、

東
京
謡
講
大
通
文
雄
部
よ
り
に
黒
叛
薄
士
緯
代
と
し
て
燈
香
あ
り
、
承
曾
に

於
て
も
桑
原
評
議
員
本
魯
代
表
と
し
て
悼
僻
な
壁
塗
に
獄
じ
ぬ
り
。

　
搏
士
ほ
明
治
二
十
九
年
東
京
帝
工
大
學
文
科
大
造
史
攣
思
為
卒
業
苞
ら
れ

三
十
二
年
岡
大
墨
の
講
師
と
な
り
、
三
十
五
年
丈
學
擁
壬
の
裁
切
な
授
け
ら

れ
、
翌
年
よ
り
吏
學
研
究
の
爲
め
英
佛
猫
三
國
に
留
墨
三
十
九
年
餓
糊
ぜ
ら

第
四
懸
　
　
鍵

報

る
、
之
に
前
ち
廣
島
高
等
師
範
學
校
教
授
に
任
じ
、
婁
ム
ニ
＋
九
年
京
部
帝

園
大
學
交
科
大
學
教
授
卜
任
ぜ
ら
れ
六
り
、
懸
れ
醐
大
學
に
吏
攣
科
開
設
の

爲
め
に
し
て
翌
年
口
任
教
擾
と
な
り
、
岡
目
九
舟
・
災
學
料
の
闘
講
の
剥
め
・
、
．

り
今
に
至
る
ま
で
＋
有
三
年
、
專
ら
更
攣
の
研
究
と
學
益
の
鑑
導
と
の
葎
に

常
り
、
同
大
學
に
於
け
る
典
二
三
究
室
の
羅
始
α
．
笠
に
博
士
の
剣
意
に
し
て

常
時
東
京
穴
隙
永
た
巽
殻
け
襟
か
り
し
も
の
、
典
後
の
縞
織
等
興
鰹
醤
じ
霞

ふ
所
記
か
り
さ
、
本
座
の
飼
立
亦
簿
士
嗣
志
と
共
に
こ
れ
な
曝
耀
し
特
に
カ

な
盤
さ
れ
、
長
く
詳
議
員
揖
り
。

博
士
α
巳
に
明
治
三
十
二
年
よ
り
褒
寒
大
領
に
於
て
日
取
終
濟
更
鵜
講
ぜ
し

こ
と
あ
り
し
が
、
窟
都
大
學
ド
て
は
、
吏
學
研
究
濾
、
闘
更
総
論
、
欝
本
近

世
史
、
疑
本
身
二
三
に
關
で
る
講
義
演
鷲
等
あ
り
、
画
し
て
薄
士
の
港
研
敢

も
努
め
ら
れ
し
に
一
般
纏
濟
離
心
に
臼
本
経
書
史
に
し
て
博
治
の
學
殖
と
精

緻
な
る
研
究
方
法
に
力
に
濁
歩
の
槻
あ
り
。
調
書
に
於
て
に
早
く
「
H
本
近

世
輿
あ
編
蓮
葎
企
て
、
典
築
悪
の
刊
行
な
見
し
に
亜
り
し
も
、
其
後
「
弓

馬
吏
総
論
」
、
近
く
ぼ
「
近
世
の
剛
猛
扁
の
著
あ
り
し
、
、
と
臨
に
世
の
知
ろ
灰
な

り
。
其
他
噂
に
薩
ひ
研
究
の
聾
表
に
、
木
曾
嬰
行
の
吏
學
研
究
會
講
演
集
、

緻
史
的
研
蜀
及
び
本
誌
な
始
め
と
し
、
藝
文
、
典
畢
雑
誌
、
客
勤
雑
誌
、
輕

濟
論
叢
、
藁
家
學
會
雑
誌
、
國
民
選
演
雑
誌
、
歴
史
地
理
等
の
誌
よ
に
於
て

ゼ
ら
れ
し
と
こ
ろ
、
就
ゆ
、
「
時
」
藝
交
）
「
世
界
」
（
哲
學
雑
誌
）
に
樽
士
の
誓

學
的
思
索
の
一
面
恥
窺
ふ
べ
く
、
「
，
野
史
の
理
論
及
並
判
の
嘗
雛
鼠
史
學
雑
誌
）

「
庚
學
と
賢
母
」
（
露
文
）
の
如
き
に
良
攣
の
理
論
に
關
で
ろ
精
透
塚
る
灰
論

第
凶
號
　
　
　
一
七
三
　
　
（
七
〇
三
）



第
四
懸
　
　
嚢

報

を
知
押
う
ん
・
得
べ
し
、
纏
癬
墨
，
経
監
吏
に
臥
し
て
に
、
「
纏
澱
吏
の
韓
伸
質
及
其
鯖
脚

園
に
就
き
で
、
」
（
更
學
雑
誌
）
、
「
纏
濟
災
の
研
究
に
就
き
て
」
（
経
瀦
叢
書
）
、
「
資

水
」
（
経
濟
論
叢
）
、
「
巾
等
階
級
政
策
」
（
最
近
胱
曾
政
策
）
、
「
佛
教
の
経
癬
思

想
」
（
蔵
會
致
策
論
叢
）
、
「
貨
幣
の
趨
源
」
（
圏
蒙
學
會
雑
誌
）
、
「
高
東
上
古
の
人

民
移
住
」
（
國
艮
経
世
雑
誌
）
、
「
馬
繰
髭
麺
の
生
涯
堂
堂
著
書
」
（
皮
學
研
究
曾

講
演
集
）
、
　
羅
裾
野
に
就
き
て
」
（
京
都
法
學
曾
雑
誌
〉
響
街
猫
魎
の
雑
誌
に
登

載
荘
ら
れ
索
う
も
の
に
、
ノ
く
ぎ
。
・
畠
p
噛
臼
。
ぼ
思
¢
一
ノ
識
。
鉱
ぎ
σ
q
μ
飼
剛
凱
8
試
μ
δ

露
。
翫
参
議
葺
芸
9
同
○
｝
・
ぎ
（
羅
。
鑓
こ
欝
磨
（
甲
§
ぼ
。
｝
哲
＾
錠
ω
註
‘

p
箭
慧
緊
導
畠
傷
窪
＞
H
ヴ
興
。
笹
。
⇒
毎
σ
q
‘
）
副
食
霞
“
察
§
で
Q
回
§
㈹
”
雛
ざ

闘
。
§
二
一
…
。
辱
『
冨
。
菅
。
切
。
鴨
9
罫
お
ご
的
帥
乙
瓢
m
こ
。
畠
8
一
批
評
（
車
上
）

あ
り
、
典
外
博
士
に
冒
本
義
羅
交
頬
良
料
の
編
纂
ん
、
な
し
、
正
編
補
澱
併
ゼ

て
十
三
欝
あ
り
。

　
下
士
昨
二
一
三
親
察
の
途
に
上
り
大
空
一
度
及
教
育
に
就
い
て
謁
蒼
τ
東

年
三
月
懸
朝
後
大
墨
教
育
に
卜
す
る
朕
概
の
弓
丈
恥
公
に
し
叉
衆
誌
蒲
難
燃

載
a
，
棄
航
難
談
」
に
ま
ぬ
簿
士
の
覗
察
の
見
聞
な
錐
多
し
も
の
に
し
て
齢
學

以
來
、
劣
弛
の
狸
に
精
騰
塘
に
碕
讃
に
勉
め
ら
れ
、
叉
洋
行
前
よ
り
翻
係
煙

ら
れ
し
騨
戸
寮
奥
の
監
修
に
於
て
地
方
奥
編
纂
上
の
一
薪
機
軸
を
出
さ
れ
ん

と
し
六
嘩
し
に
闘
湾
に
し
て
濫
焉
と
し
て
餐
為
易
へ
ら
る
、
享
年
四
十
入
、

禽
ほ
春
算
賀
か
に
し
て
皐
界
、
博
士
の
大
成
に
挨
つ
べ
き
も
の
多
か
り
し
に

天
齢
…
存
假
さ
す
、
洵
に
惜
…
し
み
て
礼
樹
は
極
り
あ
る
留
な
り
。

第
四
號
　
　
　
耐
七
廻
　
　
（
七
〇
四
〉

　
　
　
　
　
箕
作
博
土
の
謁

　
本
詮
議
員
東
京
輪
編
大
冊
丈
學
部
教
授
文
學
薄
士
箕
作
元
八
鏡
に
去
る
七

日
〃
西
ハ
H
購
純
血
な
麟
ー
レ
、
　
爾
後
翻
組
目
甲
入
念
二
欝
病
頓
に
r
躍
†
ホ
偏
り
、
　
八
欝
午

後
九
暗
二
十
分
蓮
に
永
眠
ぜ
ら
る
。
内
田
藩
士
逡
か
れ
て
僅
に
二
旬
藪
に
こ

の
誹
報
に
接
す
、
淘
に
吏
界
の
眼
琳
相
踵
ぐ
、
悼
賠
に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
。

　
慣
四
ふ
山
に
箕
作
秋
坪
氏
の
四
男
、
服
刀
刃
一
入
年
理
料
ふ
入
監
の
蜘
濃
な
卒
へ
、
翌

年
窪
窪
に
留
塾
し
轟
ら
動
物
墨
な
究
め
ら
れ
し
が
、
二
途
眼
疾
の
偶
更
學
に

総
じ
、
當
代
の
碩
學
大
家
に
親
平
し
て
研
鐙
歳
な
顧
み
二
十
五
年
館
鵬
ぜ
ら

ろ
。
碗
來
葉
窟
亀
卜
師
範
墨
転
記
に
第
等
岡
等
崇
絞
に
教
授
六
－
一
。
三
十
三

年
更
に
文
都
省
よ
り
佛
蘭
丁
重
學
恥
禽
ぜ
ら
れ
、
親
し
く
彼
地
の
史
料
な
探

り
史
蹟
を
訪
び
蜜
鱒
な
ろ
撃
殖
海
齋
し
て
三
十
五
年
館
朝
ゼ
ら
る
玉
や
、
庭

ち
に
文
潜
火
學
数
授
ド
蕪
ぜ
ら
れ
、
翌
年
鵠
丈
な
提
鵬
し
て
丈
墨
糎
士
の
墨

位
な
受
け
、
以
て
今
日
に
及
べ
リ
。

　
葡
曜
士
に
駅
ふ
迄
も
な
く
西
祥
史
墨
∴
般
に
噛
す
ろ
造
詣
頗
ろ
深
く
典
一
端

に
「
臨
洋
吏
講
穴
山
の
大
著
に
窺
知
し
得
る
所
嫁
る
が
、
毅
申
佛
大
革
命
吏
及

ナ
ポ
レ
す
ン
噂
代
更
に
里
り
て
ぼ
建
に
簿
士
が
得
意
の
壊
揚
と
ち
穂
す
べ
く

典
精
緻
恥
極
め
し
研
究
に
確
に
學
界
「
猫
歩
の
魏
あ
り
と
す
べ
し
。
悔
審
蕪
に

海
挙
試
に
於
て
も
博
士
謹
書
蓄
深
く
糧
繕
の
見
解
ん
　
纏
か
れ
、
文
科
大
學
海
軍

重
句
の
講
蓮
な
外
に
し
て
腿
々
雄
勝
訟
を
公
麦
煙
ら
れ
罵
り
。
歴
吏
教
育
の

方
面
に
も
簿
士
の
再
興
に
挨
つ
所
多
大
な
り
し
に
・
勿
論
、
更
に
築
く
・
異
的
趣



味
の
回
覧
普
及
に
意
な
注
が
れ
「
画
灘
史
薪
話
」
の
諸
鶯
懲
西
灘
・
災
話
』
の
如
壱
静

著
を
以
て
世
の
議
書
子
為
御
盆
ゼ
ら
れ
し
に
一
般
に
渦
知
の
三
六
る
べ
し
。

現
代
の
謄
局
に
關
す
る
史
的
考
察
ほ
博
士
の
挙
常
特
に
留
意
ぜ
ら
れ
し
蕨
に

し
て
、
か
の
h
吏
眼
に
映
す
ろ
斑
界
大
職
し
の
一
書
に
該
方
面
に
於
け
る
近
時

の
業
籍
…
為
輯
熱
邸
厄
る
も
の
蹴
り
。
別
に
博
士
が
過
ま
に
於
て
…
按
表
ゼ
ら
れ
覚

る
締
繁
・
す
べ
毒
・
柵
桝
究
拡
灘
丈
、
興
味
深
毒
・
卓
説
葎
翻
慣
餓
殊
ぜ
る
「
山
粥
｛
學
災
州
説
集
」
の

公
剃
あ
り
、
著
者
の
學
識
の
一
斑
秘
窺
ふ
に
星
ろ
べ
き
も
の
な
ら
ん
。
最
近

「，

｢
界
火
戦
史
」
「
佛
蘭
西
大
革
命
皮
」
の
二
大
奢
癩
次
い
で
醗
で
淑
湖
の
轍
蓮

を
受
け
、
西
洋
喪
界
の
惚
惚
葎
破
ろ
や
、
吾
人
密
に
．
博
士
の
盆
健
在
塚
る
を

慶
び
つ
Σ
あ
畦
し
に
、
今
や
突
如
と
し
て
易
餐
プ
、
嘆
ず
べ
｝
哉
。
病
危
篤

の
趣
天
麗
脚
に
諭
し
、
欝
旨
な
以
て
從
三
赦
勲
二
項
に
叙
し
瑞
簑
二
重
授
け
ら

ろ
齢
五
こ
入
。

　
　
　
　
㊥
京
都
帝
國
大
學
史
學
科
卒
業
生

京
都
帝
國
宍
學
文
學
部
庚
市
章
本
年
慶
卒
業
塗
左
の
如
し
。

桑
原
論
敵
、

丹
窃
正
義

横
地
得
三

安
藤
俊
雄

淺
若
　
晃

藤
田
元
春

鈴
木
登
　
（
以
上
國
吏
專
攻
）
、

（
支
那
皮
專
攻
）
、

（
棄
洋
史
專
攻
）
、

（
西
野
史
専
攻
）
、

（
亀
輝
、
撃
専
攻
）
、

（
岡
選
科
）

第
四
巻
　
　
翼

報

　
　
　
　
　
⑳
京
都
帝
日
大
概
吏
菊
科
講
義
題
目
の
縫
更

　
過
臼
内
田
教
授
逝
曇
の
工
め
木
誌
醗
號
掲
載
の
水
野
年
講
義
題
腿
串
攣
更

み
生
ぜ
し
も
の
左
の
期
し
。

　
　
鋤
史
梅
町
（
中
世
及
近
世
）
　
　
三
　
　
　
　
三
　
浦
　
教
　
授

　
　
幕
宋
維
柔
艶
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
西
田
助
数
授

　
　
國
皮
概
説
（
古
代
）
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
宴
　
濁
　
講
　
師

　
　
　
　
　
⑳
河
内
鰹
府
の
石
器
蒔
肩
口
蹟
の
蛮
掘

　
河
内
二
一
湖
内
郡
醐
府
村
澱
頚
の
牢
記
二
業
に
去
る
大
正
六
年
夏
、
京
部
帝

早
大
學
に
よ
り
始
め
て
着
乎
ぜ
ら
れ
、
爾
來
鳥
鶴
驚
藏
、
塞
山
彦
一
、
大
串
簿

三
等
三
図
の
獲
綴
奄
重
れ
、
木
年
四
月
に
至
り
て
亦
、
束
ゑ
帝
自
大
墨
の
小

金
弁
慨
甲
士
及
び
柴
田
常
盟
患
氏
に
よ
り
て
資
掘
ゼ
ら
れ
．
、
三
界
に
於
け
る
餐
郡
樫

の
璽
大
な
る
購
盗
見
あ
り
し
目
垢
の
知
ろ
密
な
る
が
夏
に
合
面
、
京
郷
帝
園

大
學
に
水
海
現
の
好
意
に
依
q
、
去
る
入
節
十
九
B
よ
り
汁
九
H
ま
で
羅
ぴ

岡
遺
蹟
の
愛
掘
な
行
び
、
濱
田
教
授
監
督
の
も
と
に
東
北
帝
園
大
墨
の
験
攣

博
士
蔓
谷
都
言
人
氏
奪
ら
人
脅
の
調
査
研
炎
な
携
當
し
、
田
澤
金
慨
一
4
段
及
び

考
育
墨
教
室
玉
り
梅
原
、
島
閏
、
榊
原
請
瓜
こ
れ
に
塾
加
ゼ
リ
。
今
吹
獲
細

ぜ
る
地
域
ほ
薗
敬
回
の
も
の
に
擾
綾
ぜ
る
衣
縫
と
稽
す
る
燈
蹟
の
薩
菰
隅
約

十
坪
に
し
て
之
な
地
域
の
關
係
上
五
匿
に
分
ち
て
畿
繧
調
薬
ぜ
聾
。

　
今
襲
見
ぜ
ろ
童
要
取
ろ
造
物
な
蓮
ぶ
れ
ば
人
平
に
七
膿
な
銘
し
、
そ
の
三
膿

第
四
號

嚇
七
五
　
　
（
七
〇
五
）

恥



第
四
巻
　
　
藁

報

置
完
全
に
し
て
第
二
號
入
脅
と
呈
す
み
も
の
匹
に
一
愚
約
五
寸
、
厚
さ
、
一
輔

寸
の
三
角
形
の
挙
石
和
胸
に
し
て
騒
騒
為
以
て
抱
け
る
に
從
來
こ
れ
に
顛
す

る
襟
脚
あ
り
し
も
斯
く
賜
瞭
に
雑
な
示
ぜ
る
も
の
蓋
し
こ
れ
毎
以
て
嚇
矢
と

す
べ
し
。
第
三
號
入
麿
の
膏
率
土
中
央
に
に
小
金
升
博
士
獲
掘
の
確
に
見
六

る
が
玉
音
塗
豪
摺
る
漫
獣
の
雨
突
趨
あ
ろ
小
骨
器
な
搬
具
し
、
局
じ
く
頭
餐

の
右
茸
遜
に
於
て
瑛
の
厚
塗
ぜ
ろ
土
製
葺
飾
為
見
盛
り
。
其
他
石
器
、
土
器

類
等
に
至
り
て
に
蘇
騒
と
大
岡
小
異
な
る
も
、
只
磨
製
石
斧
に
類
す
る
も
の

及
び
鼠
塚
土
器
の
把
畢
、
纒
敏
土
器
の
紋
檬
に
於
て
嚢
子
鰻
見
ぜ
ら
れ
ざ
り

し
も
の
冷
見
る
に
至
れ
の
。
蝿
等
愚
物
澱
蹟
の
研
究
調
馬
報
皆
ぽ
二
っ
て
同

赴
學
に
於
て
螢
表
ゼ
ら
る
憶
筈
な
り
。

　
　
　
　
　
調
革
史
會

　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
り
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
ゆ

　
…
幌
會
　
　
五
月
二
・
↑
六
廻
午
後
九
時
よ
り
今
筆
順
長
崎
山
繭
等
粥
｛
業
黒
炉
校
教
授
F

榮
輻
ぜ
ら
れ
し
丈
攣
士
澱
島
元
次
郎
鴬
の
癒
溺
な
か
穀
學
生
集
高
揚
に
於
て

甥
愈
布
聡
く
。
霊
鑑
者
ぼ
嚇
二
浦
、
喜
田
の
二
博
士
、
中
村
、
下
回
川
、
試
薬
、

短
照
、
窟
森
、
甥
鳥
の
縦
墨
引
及
び
桑
娠
、
鈴
木
、
橋
川
、
源
、
岩
橋
の
諮

君
に
し
て
、
左
記
の
講
演
あ
蹟
寄
、
。
熟

　
　
の
　
り
　
　
　
　

一
、
橋
木
正
儀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
巾
村
醒
謄
潜

　
先
づ
楠
ム
小
津
田
猟
の
塵
亮
年
静
及
び
骨
子
・
ふ
り
　
説
・
奇
占
例
む
べ
し
と
て
、
楠
轟
久

書
の
系
翻
に
よ
れ
ば
距
成
の
子
に
二
人
の
如
く
記
載
す
れ
ど
も
、
雛
、
轟
轟
類

第
融
號

　
・
七
轟
ハ
　
　
戸
七
〇
六
）

從
所
取
の
蝦
鯛
に
よ
れ
ば
正
行
と
正
儀
と
の
周
に
藍
時
あ
q
て
兄
弗
三
入
と

な
ろ
、
且
正
時
に
題
す
る
蕪
幽
魂
の
系
腿
あ
れ
ば
三
人
設
大
い
に
膚
力
な
耀

太
手
託
に
げ
い
正
切
隅
葎
纈
…
次
郵
た
辮
酬
門
｝
醸
贈
と
い
へ
㎞
ど
・
も
、
金
剛
酬
出
寸
証
書
晶
－
一
κ

九
薄
湿
串
弁
難
の
御
教
書
に
ぼ
楠
ぶ
三
郵
歴
急
難
と
あ
り
、
是
に
欝
門
す
る
十

こ
月
こ
日
附
楠
正
儀
の
答
書
あ
り
、
以
て
正
儀
が
三
露
な
る
存
知
ら
る
蕊
が

敏
に
、
並
同
涌
｝
一
一
寵
皆
野
一
一
一
男
の
翠
蓋
　
鳳
れ
ば
、
正
舳
機
ぼ
正
成
の
一
一
一
錫
な
る
べ
し
。

次
に
正
儀
の
年
齢
剛
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
正
四
七
年
男
南
川
合
職
の
臨
み
ハ
挙
記
に

に
二
＋
三
歳
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
泄
算
す
れ
ば
元
徳
絶
好
の
生
誕
と

猛
る
。
蕉
雫
六
年
藤
井
寺
の
合
職
の
瞭
正
行
二
士
二
（
太
実
記
に
に
二
＋
五

と
す
）
銀
儀
十
九
寛
れ
ば
こ
の
縄
に
正
時
な
挾
み
得
べ
し
。
正
儀
に
か
く
し

て
元
中
七
八
年
、
六
十
一
二
歳
秘
以
て
残
偉
し
が
細
し
。
次
に
賞
位
の
こ
と
な

述
べ
、
獲
利
一
二
年
滲
議
に
任
ぜ
ら
れ
し
が
、
筑
心
ら
く
こ
の
滲
獣
醐
の
ま
瓦
に
て

終
　
り
し
な
ら
ん
と
結
び
、
花
押
に
種
々
縫
濯
の
あ
る
こ
と
撫
遽
べ
、
正
挙
四
、

五
、
六
年
に
用
ひ
し
花
押
の
簡
に
多
少
の
異
類
あ
り
、
寒
し
て
金
翔
寺
丈
書
十

一
丹
八
二
の
正
儀
自
筆
の
丈
書
に
、
雷
電
に
醗
史
研
究
塞
に
得
π
る
十
月
十

九
目
附
の
院
宣
と
欝
鷲
見
、
そ
の
内
容
よ
り
翫
判
し
て
正
李
三
年
と
ず
べ
き

も
の
煎
り
。
そ
れ
よ
弓
正
行
一
丁
の
爾
朝
方
の
駿
況
よ
り
、
北
朝
に
降
り
し

寮
鰭
輕
遜
矩
詳
細
に
刷
餓
し
、
絡
に
彼
の
一
盤
ぼ
殆
ん
ど
南
北
爾
鵬
墾
立
の

全
部
葎
費
し
が
響
く
、
大
田
・
歪
に
に
彼
の
性
絡
な
叙
し
て
人
と
爲
り
遽
重

と
い
へ
h
ど
も
、
難
ず
う
に
隔
概
脚
糊
家
に
し
ヅ
、
職
麗
家
に
あ
ら
す
、
緬
…
氏
に
岡
臨
柵



鳳

す
ろ
。
太
挙
記
の
記
裏
に
多
少
劉
引
し
て
見
ろ
べ
き
も
の
と
し
て
も
、
彼
が

軍
略
家
と
し
て
帷
蝿
に
激
す
べ
き
人
な
り
し
こ
と
拭
蔽
ふ
べ
か
ら
ず
。
こ
れ

父
正
成
兄
鑑
行
に
似
六
り
と
ぜ
ん
も
、
叉
構
朝
の
如
く
比
較
離
少
数
の
炉
心

以
て
、
比
較
的
多
歎
の
軍
な
擁
す
る
薫
物
に
難
抗
ぜ
ん
が
爲
に
貫
、
霞
ら
軍
略

を
主
と
ず
べ
・
き
に
舞
ざ
る
か
。
被
の
9
3
ゆ
虞
深
か
り
し
こ
と
に
際
す
る
に
難
か

ら
ざ
る
べ
く
、
そ
の
欝
風
柁
押
の
筆
勢
よ
り
見
る
も
、
膓
決
力
採
或
ひ
貫
弱

か
り
し
も
の
あ
り
き
す
と
も
、
潅
情
め
ろ
入
な
り
し
こ
と
な
想
ふ
に
足
ろ
云

々
。
こ
の
晒
一
一
一
下
級
．
・
士
綻
魍
っ
て
旧
川
島
震
な
弧
魁
忘
す
る
の
欝
撫
蓮
べ
、
∴
人
い
に

惜
別
の
感
な
深
か
ら
し
め
ら
る
。
次
で
川
島
艦
の
御
挨
拶
あ
り
て
、
喜
田
韻

士
の
講
演
に
移
ろ
。

　
　
ゆ
　
の
　
の
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ

一
、
磁
多
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
攣
博
士
　
喜
諮
貞
吉
震

　
從
來
磁
多
の
・
災
料
一
と
い
へ
げ
【
東
｛
暴
の
難
・
左
畑
糊
㎜
門
に
蕊
9
一
、
そ
れ
以
外
他
に

餓
り
亘
ら
ざ
れ
ど
も
、
上
露
に
江
戸
と
異
塚
り
、
上
方
巨
魚
多
の
嬢
元
駆
れ

ば
、
む
し
ろ
上
方
よ
り
研
菊
愚
始
む
べ
き
な
9
一
、
。
京
都
に
繊
多
の
水
上
と
い

ふ
ぼ
、
そ
の
源
流
葎
示
す
語
に
し
て
、
機
多
の
懐
く
見
ゆ
る
に
師
蔵
記
賞
瀞

五
年
の
傑
冠
り
と
で
・
．
さ
れ
ど
黒
川
春
赫
翁
の
指
摘
さ
れ
し
細
く
、
塵
袋
に

ば
販
に
■
弘
安
年
闘
の
山
旗
都
の
軌
糠
多
の
・
㌔
と
布
託
し
キ
ョ
メ
ん
議
載
多
と
い
へ
ば
、

播
除
入
足
弱
甑
多
と
呼
び
し
こ
と
明
か
な
9
。
丈
安
年
齢
に
震
り
し
塊
嚢
抄
に

も
河
擁
互
選
磯
多
と
い
ふ
ぼ
鰍
何
と
い
ふ
燦
見
ゆ
、
細
工
と
い
ふ
も
磁
多
の

こ
と
に
し
て
、
繍
工
窮
し
て
駿
園
の
鳥
居
葎
建
つ
る
穴
庵
細
ら
し
め
し
こ
と

第
四
懲
　
　
奨

羅

あ
り
。
次
に
エ
ト
号
と
い
ふ
ぼ
鷹
纐
が
屠
老
の
騨
に
浸
藩
煙
し
に
黍
ざ
ろ
か

と
愚
に
る
。
鷹
講
の
餌
取
画
嚢
安
窟
の
餌
取
小
路
に
儘
煙
し
も
の
な
る
べ
く

貞
親
搬
年
鷹
潟
の
駿
止
と
凝
り
、
同
十
三
年
こ
の
地
な
以
て
騨
逡
放
牧
の
揚

灰
と
ゼ
リ
。
｝
赦
し
て
現
在
の
石
肖
島
村
郎
一
ち
よ
百
へ
の
石
原
小
臨
酊
の
地
貫
正
に
そ

れ
に
蹴
り
、
今
貸
も
嬢
ほ
特
礁
部
落
な
り
。
雍
照
露
量
に
小
島
の
磁
多
個
繊

多
の
憩
め
と
い
ふ
も
謂
れ
な
き
に
あ
ら
ぎ
ろ
べ
し
◎
か
く
の
如
く
餌
取
な
以

て
鷹
耐
に
關
係
め
る
も
の
と
ぜ
ば
餌
取
が
屠
者
の
全
都
に
悲
ざ
ろ
こ
と
明
か

な
り
。
次
に
エ
ッ
タ
の
語
に
記
タ
よ
り
も
吉
か
る
べ
し
と
の
推
測
に
よ
り
、

エ
ツ
タ
ば
樺
太
の
臼
田
ツ
コ
族
が
趨
ら
エ
ッ
タ
と
漏
す
る
と
關
係
あ
る
に
罪

ざ
う
か
⑫
、
鶉
ロ
ッ
コ
族
に
こ
れ
皮
に
見
ゆ
う
篇
縷
獣
輻
に
し
て
久
し
く
石
器

を
使
手
斌
し
艮
族
な
り
。
エ
ツ
タ
の
語
が
次
第
に
撰
充
煙
ら
る
、
に
董
り
、

餌
取
屠
濤
麺
も
駕
ツ
タ
と
呼
ぶ
に
璽
り
し
な
ら
ん
か
O

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
む
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　

鯛
露
六
月
二
＋
五
宝
昂
、
後
七
瞳
よ
り
七
生
集
會
場
に
於
て
桑
原
鈴
木
謂

需
の
箪
業
概
致
な
哀
れ
閣
…
催
、
出
導
者
内
田
、
三
浦
、
喜
田
の
三
博
士
、
西

細
、
魚
澄
、
牧
、
辰
論
、
下
規
の
諸
三
士
放
ぴ
橋
川
、
源
、
岩
橋
、
島
田
の

讃
鴛
な
纏
。
例
ド
依
っ
て
桑
原
、
鈴
木
の
爾
君
交
々
越
っ
て
卒
業
論
丈
の
梗

概
な
鰻
表
煙
ら
る
。

　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
の
　
の
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
　
　
け
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
け
　
ゆ
　
　
ゆ

一
、
正
徳
の
幣
鯉
改
箪
及
長
崎
樹
令
に
號
い
て
　
　
　
桑
原
親
癒
震

　
正
徳
の
貨
幣
罰
慶
の
吹
革
ば
元
級
宮
【
永
の
悪
貨
な
慶
長
の
蔓
幣
に
復
薄
ぜ

ん
と
す
る
も
の
な
る
が
敏
に
、
賠
づ
慶
長
の
幣
制
統
一
及
貨
幣
制
度
な
蓮
べ
、

第
四
號

一
七
七
　
　
（
七
〇
七
）



禦
雲
上
　
　
魏

報

吹
に
元
日
豚
鍵
・
承
の
改
艘
州
の
原
因
と
そ
の
影
響
准
蒋
へ
以
て
正
犠
…
の
改
革
が
臨
輿

に
や
む
な
揚
ざ
る
に
出
で
し
勝
以
な
説
き
、
自
石
の
改
貨
な
建
書
ゼ
し
こ
と

よ
確
彼
の
改
聖
賢
な
述
べ
、
こ
れ
な
蟹
施
の
結
果
と
な
比
較
し
、
更
F
白
石

の
貨
幣
に
鋤
ず
る
意
見
及
意
見
の
基
く
虜
を
量
れ
て
こ
れ
な
論
評
し
、
併
ぜ

て
後
の
纏
要
説
と
飢
篠
等
の
そ
れ
と
葎
比
較
し
て
貨
幣
言
上
に
幾
ぼ
れ
射
る

爾
者
の
意
見
の
相
違
な
明
か
に
し
、
次
に
正
徳
改
貨
の
實
施
が
金
融
及
物
陰

に
及
ぼ
し
ぬ
る
影
響
熱
考
察
し
、
欝
制
と
購
聯
し
て
幕
麿
の
從
來
探
り
掌
れ

る
貴
金
屡
の
流
出
肪
・
論
策
よ
り
正
徳
の
長
燐
暫
令
が
こ
の
黙
に
於
て
如
何
な

る
住
意
な
携
ひ
し
か
叉
そ
の
結
果
如
何
な
攻
究
ゼ
リ
、
蕩
々
。

　
　
む
　
　
　
む
　
り
　
　
　
り
　
　
　
り
　
む
　
り
　
ゆ
　
り
　
ゆ

嚇
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
二
人
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
氷
登
震

　
先
づ
徳
川
蒋
府
の
確
立
と
一
戸
親
旧
の
自
照
、
幕
癌
の
こ
れ
に
封
ず
ろ
政

策
、
漢
人
の
性
質
と
活
動
、
浪
人
研
究
上
の
時
代
優
分
量
述
べ
、
慶
長
五
年

よ
9
承
慮
の
頃
遙
な
第
一
期
と
し
、
二
、
の
後
明
和
の
頃
迄
を
第
二
期
と
し
、

そ
の
後
出
懸
迄
な
第
三
期
と
ゼ
リ
、
而
し
て
こ
れ
な
繭
後
雨
期
に
分
ち
嘉
永

以
前
な
葡
期
と
し
そ
れ
よ
り
慶
黙
ま
で
拓
後
期
と
ぜ
り
。
本
論
に
て
拭
秘
に

湿
人
の
意
義
な
蓮
べ
、
上
古
、
申
古
、
近
無
に
於
け
る
瀕
人
二
念
の
相
異
な

畢
げ
、
漢
人
三
生
の
事
嫡
、
濃
人
の
生
活
、
濃
人
の
活
動
存
叙
し
て
薪
露
な

な
ぜ
リ
。
そ
の
大
道
黒
い
へ
ば
濟
動
の
二
芳
薗
。
一
貫
畦
代
に
支
配
ぜ
ら
う

る
方
面
に
し
て
郎
ち
靭
め
武
力
的
反
跳
な
な
し
、
第
こ
期
に
文
教
的
魅
曾
魯

活
動
と
な
り
、
最
媛
に
國
家
的
武
力
活
勲
と
な
り
し
こ
と
、
二
に
時
代
に
影

第
腿
號

幅
七
八
　
　
（
七
〇
八
）

響
ぜ
ざ
る
方
面
に
し
て
歳
活
に
謝
ず
る
被
等
の
要
求
な
り
。
②
活
動
の
原
照
。

形
式
に
於
て
に
各
活
動
碇
異
“
り
と
雄
も
、
そ
の
根
抵
に
彼
等
が
生
活
朕
態

の
恢
復
な
計
ら
ん
と
す
る
の
港
よ
り
登
ぜ
り
と
い
ひ
調
べ
し
。
鋤
活
蛎
に
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

中
心
着
信
要
し
れ
り
き
。
地
位
な
く
資
力
な
く
糠
威
な
き
も
の
な
れ
ば
、
膚

力
な
る
巾
心
な
必
要
と
せ
り
、
碧
し
て
そ
の
中
心
と
な
れ
る
も
の
ほ
何
れ
も

二
階
鞍
懸
紐
帯
の
熱
路
大
ろ
項
臼
に
求
め
六
り
、
而
し
て
最
後
に
皇
室
を
中

心
と
し
て
他
の
項
嬉
こ
も
蓮
絡
を
と
り
し
た
め
成
功
す
る
を
得
六
り
と
滲
察

ぜ
ら
ろ
。
ω
幕
府
の
浪
入
に
黙
す
ろ
政
策
シ
．
聾
者
の
意
見
。
幕
騰
ぼ
初
に
輩

に
抑
塵
な
以
て
ま
ち
し
が
慶
安
承
癒
の
壁
後
瀬
く
発
ろ
所
あ
り
、
そ
の
登
生

原
樹
の
一
六
る
養
子
法
な
改
正
し
且
大
名
取
潰
な
減
す
る
と
共
に
、
一
函
に

に
殿
重
に
こ
れ
な
取
締
る
の
方
策
に
醜
で
六
り
。
蕃
由
と
子
李
と
に
休
職
給

的
制
度
採
粥
な
主
張
し
。
観
擦
ぽ
郷
士
制
為
主
張
し
、
春
墾
に
涙
士
取
締
の

役
義
な
設
げ
そ
の
宮
奪
心
に
訴
へ
て
暴
理
葎
な
さ
謬
る
奄
可
と
す
と
の
意
見

を
立
て
し
が
何
れ
も
採
珊
ぜ
ら
ろ
、
所
な
か
り
き
、
兎
も
角
幕
府
の
劉
浪
人

策
ぽ
先
づ
失
敗
に
終
り
し
と
い
ふ
も
可
な
り
、
曇
々
。
右
絡
の
て
伽
螢
蜜
の
任

に
嘗
ら
れ
し
内
撮
教
授
の
批
評
め
り
、
績
い
て
ヨ
游
博
士
書
田
博
士
奄
初
め

曾
鼓
相
互
の
聞
に
旧
懐
な
爵
由
に
談
じ
、
一
斑
獄
尋
遷
し
て
十
時
散
會
ゼ
リ
。

　
　
　
　
　
⑳
吏
學
地
理
學
岡
攻
・
曾
夏
期
講
習
會

　
京
灘
吏
學
地
理
攣
実
葛
會
ぼ
去
八
月
置
鷺
孟
り
十
二
鍾
に
至
る
九
臼
問
、
京

郷
家
政
女
系
校
・
ト
於
て
「
丈
化
庚
よ
の
京
阪
地
方
」
な
主
題
と
し
夏
期
講
習
曾



ん
閣
催
ゼ
リ
。
講
師
及
題
賢
左
の
如
し
。

　
一
蘭
人
の
見
六
る
江
戸
畔
代
の
京
阪
地
方
　
　
丈
學
士
・

　
輔
交
化
史
上
よ
り
見
た
る
京
阪
地
方
　
　
　
交
學
博
士

　
一
近
畿
に
於
け
る
古
代
の
工
業
　
　
　
　
　
　
主
幹

　
一
近
畿
地
方
に
於
け
ろ
電
環
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士

　
一
翼
安
時
代
に
於
け
ろ
職
業
的
新
階
級
　
　
　
文
學
士

　
一
近
世
京
郷
の
西
洋
交
明
　
　
　
　
　
　
交
學
博
士

　
一
近
畿
地
方
に
於
け
る
國
寳
特
に
七
瀬
に
競
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士

　
鳳
捕
物
遺
蹟
よ
サ
見
た
ろ
上
代
近
畿
　
　
　
事
々
轡
士

　
一
挙
安
朝
に
於
け
る
京
都
の
寺
院
と
其
人
交
的
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
攣
士

輔
李
安
隠
代
の
碓
築

一
平
安
朝
晴
代
の
心
示
教

厭
忌
国
書
分
布
よ
り
見
ぬ
ろ
寒
販
地
労

附
二
重
人
の
特
性
に
就
て

一
京
都
に
現
存
で
ろ
彫
灘
に
就
て

　
工
學
士

　
文
學
士

丈
學
博
士

交
學
士

文
學
士

長
　
　
毒
吉
氏

三
浦
　
周
行
氏

粟
野
秀
穗
氏

内
藤
虎
次
部
氏

松
本
彦
次
部
氏

嵩
高
出
氏

荻
野
棚
飾
耶
氏

濱
田
耕
作
氏

西
磁
流
二
郡
鏡

天
沼
　
優
一
氏

薗
田
　
宗
惑
氏

黒
板
　
勝
美
氏

魚
澄
惣
五
聖
書

縮
照
濠
藏
磯

薗
に
曾
期
中
八
月
五
厨
午
後
よ
り
温
妙
心
乱
及
塔
頭
二
院
へ
し
㌦
口
妊
十
潮
《
り
t
入

徳
出
寸
、
北
野
舳
塀
勉
へ
、
志
一
日
午
荊
・
よ
り
、
勲
媒
奨
山
、
刎
†
等
院
、
日
野
強
界
寺

醍
醐
寺
へ
吏
蹟
踏
査
な
鰹
し
騎
時
臨
地
講
演
存
な
し
、
九
日
午
後
よ
り
京
都

帝
塞
樽
物
融
融
見
計
ゼ
り
。

　
　
　
　
　
⑳
酒
宮
考
古
資
料
展
覧
曾

　
晒
撮
報
の
襯
ノ
、
皿
四
宣
∵
肥
一
盛
穏
健
に
て
に
去
る
山
山
月
八
コ
口
、
西
堂
口
融
…
融
々
務
膀
に
．

於
て
第
二
圓
の
同
展
魔
會
を
閲
四
催
ゼ
リ
。
隙
列
晶
に
石
器
時
代
、
爲
暴
拓
本

類
、
郷
土
典
料
等
の
五
郡
に
別
ち
別
に
鋼
鐸
十
二
個
を
出
陳
し
れ
り
し
が
、
出

品
纏
数
一
千
六
百
除
賦
存
越
へ
六
り
と
云
ふ
、
就
中
河
内
園
府
螢
掘
の
選
物

拭
其
主
語
蒙
る
も
の
に
し
て
水
露
彦
一
氏
藏
の
人
脅
と
伸
出
ゼ
る
瓦
飾
、
小
金

井
樽
士
戦
掘
の
際
三
見
ぜ
ろ
忘
形
土
器
、
大
串
二
士
誠
の
國
府
黎
掘
の
人
督
、

及
税
代
臼
本
人
、
ア
イ
ヌ
の
爾
頭
蓋
こ
糟
鋤
ゼ
し
め
六
る
ば
衆
目
渉
惹
け
り
。

古
墳
土
物
と
し
て
ば
武
康
篇
芦
屋
曾
搬
見
の
十
｝
製
罐
共
他
州
郡
よ
り
機
見
ゼ

る
も
の
多
し
。
寓
爽
拓
本
類
ほ
岩
井
武
俊
、
田
澤
金
吾
爾
氏
の
も
の
多
く
國

府
干
飯
勝
物
慧
蹟
鴇
瓜
及
び
高
井
田
横
穴
の
拓
影
等
布
最
と
ず
べ
し
。
郷
土

史
参
考
の
爾
部
叉
見
ろ
べ
き
も
の
あ
り
、
紛
言
言
＋
二
個
駈
蒐
集
出
陳
ぜ
し

め
れ
う
に
蒐
集
の
勢
存
多
と
す
べ
し
。
至
芸
ぼ
岩
井
或
の
「
高
非
田
横
穴
に

就
て
」
と
題
ず
る
講
演
あ
り
ぬ
り
と
去
ふ
、
來
曾
池
に
三
百
曲
名
．
中
に
京
都

帝
実
大
學
教
授
文
學
樟
士
四
餅
銀
臓
、
文
學
士
漂
着
長
一
、
尉
辰
馬
晩
藏
、
碕

火
圏
助
手
島
照
嵐
彦
、
大
販
轡
暦
大
學
敬
授
大
串
仁
太
郎
、
大
阪
毎
貝
薪
陥

趾
山
本
由
彦
一
等
の
諾
殺
め
り
れ
り
。

書

報

第
四
巻
　
　
藁

報

第
毯
號

噌
七
九
　
　
（
七
Q
九
）

曝



第
腿
懸
　
愈

報

お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
幾
搏
士
藤
鍍
＊
嘗
創
立
者
の
一
入
な
ろ
文
磁
樽
士
内
田
鍛
磯
竣
の
露

虫
に
就
含
塞
倉
戯
雷
資
窓
釜
に
鶴
し
、
叉
三
儀
に
際
し
て
評
蹴
蚤
庶
務
撫

僅
交
學
博
士
桑
原
騰
畷
皿
愈
員
秘
代
表
し
て
弔
詞
ん
癖
げ
穴
纏
。

編
轟
奮
九
君
一
臼
午
後
叫
臨
よ
9
文
撃
硲
絶
無
謙
遜
蒸
室
に
於
て
溝
催
、

三
浦
評
譲
負
西
田
糠
村
由
、
智
島
田
各
委
負
餓
鵬
十
”
號
の
編
纂
鮎
惑
り
、
來

年
凌
の
編
纂
豫
定
事
項
ド
就
き
協
議
し
経
り
。

働
寄
賂
交
換
圏
書

奥
學
雑
誌

雁
更
趣
理

滲
吉
駆
雑
誌

纏
潜
論
叢

岡
學
蘇
雑
誌

飛
騨
吏
壇

佛
書
研
究

六
條
簗
報

禽
　
　
古

東
浄
鷺
漿

伊
豫
更
談

鋸
法
麹
理
三
禽

憲
○
の
七
・
八
㊥
九

匿
四
〇
3
丁
こ
・
三

九
の
十
丁
十
二
。
十
の
一

九
の
丁
こ
。
三
・
四

骨
五
の
七
・
入
。
九

囚
の
十
一
7
五
の
一

誠
幽
・
五
五
。
五
六

二
一
一
ゑ
…
コ
｝

七
六

こ
㌫
ハ
の
八
●
九

一
八

災
　
　
學
　
　
暴

露
本
図
災
地
還
學
曾

考
　
古
　
學
倉

京
田
渋
撃
倉

國
裏
院
大
學

醗
騨
吏
駿
會

佛
誉
刊
行
會

京
都
佛
数
大
義

媛
島
爾
齋
會

東
灘
大
頭

盤
猿
皮
談
會

西
脇
瀞
三
二

第
凶
號
　
　
一
入
○
　

（
七
一
〇
）

鱒
會
湾
上
睡

　
　
　
入
　
　
會

蘇
畿
猷
欝
澱
小
隔
数
締
鼠
三
菱
樹
…
脚
噂
ム
ハ
ノ
三
〇

　
（
膚
紹
介
者
、
渡
蓬
世
祐
）

京
都
雷
壷
蝋
麗
書
田
晦
ゆ
大
粟
三

　
（
右
紹
介
者
、
糠
療
宋
治
）

報
鯨
燧
爾
恋
澄
馬
爵
畠
原
静
聴

口
歌
霜
縣
漿
牟
婁
翻
麟
窪
鰐

　
く
右
紹
介
盾
、
三
溝
塒
行
）

京
都
窃
府
詮
㌶
一
巾
漿
較
内

　
へ
冶
紹
介
者
、
島
濁
貞
彦
）

　
　
　
死
　
　
亡

内
鋳
齪
澱
　
　

箕
作
元
入

徳
富
猪
一
郡

天
沼
後
　
一

口
石
蔽
義

葉
　

高
　
　
明

侠
木
誠
養


